
合
及
び
支
部
に
還
元
さ
れ
、
合
理

的
な
資
金
源
と
な
り
、
共
存
共
栄

の
立
場
か
ら
是
非
共
、
再
検
討
を

頂
き
、
健
全
な
運
用
に
試
み
た
い

と
願
う
も
の
で
す
。

そ
の
他
と
し
て
ス
ー
パ
ー
ガ
ン

保
険
も
取
り
扱
っ
て
お
り
、
地
域

に
よ
っ
て
は
順
調
な
推
移
を
、
と

の
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
が
、

最
近
の
疾
病
に
て
の
死
亡
率
は

「
ガ
ン
」
が
大
多
数
を
し
め
る
と

の
事
、
希
望
者
は
県
板
事
務
局
へ

ご
一
報
の
程
を
。
以
上
の
如
く
更

な
る
飛
躍
を
求
め
厚
生
委
員
会
の

報
告
と
致
し
ま
す
。
（
沼
津
）

板(1)平成１０年９月１５日 第３３１号

年金300万円

動
に
問
題
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

元
請
又
は
工
務
店
で
開
催
す
る
講

習
会
に
、
祇
極
的
に
参
加
す
る
事

も
一
つ
の
方
策
と
も
言
え
る
。

「
過
信
」
は
絶
対
に
避
け
る
べ
き

で
、
慎
重
な
行
動
を
望
み
た
い
。

更
に
労
災
保
険
の
申
込
を
さ
れ
、

保
険
料
の
未
納
者
も
存
在
し
、
労

災
保
険
の
本
来
の
目
的
に
支
障
を

来
た
し
て
い
る
と
の
情
報
。
県
板

事
務
局
と
し
て
取
扱
い
に
苦
慮
し

て
い
る
と
の
談
。
常
識
あ
る
対
処

を
望
む
と
こ
ろ
で
す
。
（
国
か
ら

補
助
が
出
な
く
な
る
。
）

次
に
共
済
制
度
の
適
用
は
歴
史

ｊ
Ｉ
ｉ
ｌ
Ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
ｉ
ｉ
ｊ
ｊ
Ｉ
ｊ
ｊ

が
古
く
、
深
く
ご
理
解
を
頂
き
継

続
加
入
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
時
代
の
変
遷
に
よ
り

当
初
よ
り
加
入
者
の
減
少
や
、
後

継
者
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
激
減

し
て
い
る
現
状
で
は
あ
る
が
、
地

域
に
於
い
て
は
加
入
率
五
○
％
以

下
の
支
部
も
存
在
し
、
組
合
員
が

平
等
の
立
場
で
メ
リ
ッ
ト
を
分
か

ち
合
う
に
は
、
総
べ
て
の
組
合
員

が
加
入
す
る
事
に
意
義
が
あ
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
尚
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
の
程
を
／

一
方
で
は
無
災
害
を
継
続
す
る

事
に
よ
っ
て
掛
金
の
一
部
が
、
組

愛
県
板
厚
生
委
員
会
は
、
去
る

８
月
岨
日
剛
巧
時
よ
り
、
３
階
会

議
室
に
て
開
催
し
た
。

今
回
は
全
板
国
保
中
板
協
の
担

当
理
事
と
し
て
本
部
へ
出
席
さ
れ

て
い
る
斉
藤
副
理
事
長
（
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）
並
び
に
吉
田
専
務
理
事

の
両
氏
の
ご
出
席
を
頂
き
開
催
し

た
。
審
議
に
当
た
っ
て
は
次
の
諸

問
題
を
重
点
的
に
検
討
課
題
と
し

て
、
討
議
に
入
っ
た
。

一
、
全
板
国
保
の
最
近
の
状
況
報

生
ロ

一
、
全
国
板
金
業
者
国
民
年
金
基

金
へ
の
加
入
促
進

一
、
そ
の
他
各
種
福
利
厚
生
制
度

の
推
進
の
方
策
に
つ
い
て

先
ず
全
板
国
保
の
概
況
説
明
を

頂
き
、
被
保
険
者
の
国
営
国
保
へ

の
異
動
な
ど
を
含
め
、
全
体
的
に

は
二
○
○
○
人
余
り
の
減
少
と
な

り
保
険
財
政
に
多
少
と
も
支
障
が

生
じ
た
と
の
事
で
、
し
か
し
全
体

的
観
点
か
ら
今
回
の
改
正
で
、
被

保
険
者
負
担
の
割
合
が
一
割
か
ら

二
割
に
上
昇
し
た
事
で
医
療
費
の

支
出
額
が
予
定
よ
り
減
少
し
た
と

の
事
、
何
か
矛
盾
に
思
え
て
な
ら

な
い
。
し
か
し
老
人
医
療
費
に
於

い
て
は
依
然
と
し
て
高
額
な
支
払

愛知県板金工業組合
発行広報委員会
名古屋市昭和区北山町
３－８－６〒466-0006

電話Ｏ52-732-1226

国民年金も口座振替が便利です。

基金からは２ケ月ごとに支払

年６回となる

い
が
求
め
ら
れ
、
今
後
の
経
過
が

懸
念
さ
れ
よ
う
。

以
前
か
ら
制
度
化
さ
れ
て
い
る

高
額
療
養
費
に
つ
い
て
、
貸
付
制

度
が
普
及
さ
れ
て
い
る
事
は
周
知

の
通
り
だ
が
、
今
期
か
ら
は
融
資

額
は
五
万
円
か
ら
一
万
円
に
緩
和

さ
れ
、
大
い
に
利
用
さ
れ
る
事
を

奨
励
し
た
い
。
更
に
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の
一
環
と
し
て
、
講
演
会
並
び

に
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
す

る
事
に
よ
っ
て
健
康
増
進
へ
の
扶

助
に
な
れ
ば
、
全
板
国
保
よ
り
助

成
金
が
受
け
ら
れ
る
と
の
事
で
今

後
の
検
討
課
題
と
な
ろ
う
。

次
に
全
国
板
金
業
国
民
年
金
基

金
（
職
能
型
）
に
関
し
て
の
討
議
、

先
の
適
用
除
外
申
請
の
法
制
化
、

並
び
に
六
○
才
到
達
者
な
ど
の
資

格
喪
失
に
よ
り
、
約
六
○
○
人
の

減
少
と
な
り
、
追
加
加
入
の
割
当

が
当
県
に
も
波
及
し
、
県
板
と
し

て
は
苦
肉
の
策
と
し
て
、
是
非
と

も
各
々
の
支
部
長
に
理
解
し
て
頂

き
、
加
入
者
を
募
る
方
策
を
委
員

会
で
決
議
し
た
と
こ
ろ
で
、
更
な

る
協
賛
を
お
願
い
し
た
い
と
こ
ろ

で
す
。
ご
理
解
の
程
を
／

さ
て
、
そ
の
他
の
福
利
厚
生
制

度
に
つ
い
て
、
更
な
る
討
議
を
重

ね
、
検
討
課
題
と
な
っ
た
。

先
ず
、
特
別
加
入
の
労
災
被
保

険
者
の
事
故
が
、
急
激
に
多
発
し

事
故
処
理
に
際
し
、
所
轄
労
働
基

準
監
督
署
よ
り
強
硬
な
ご
指
示
を

受
け
困
惑
し
て
い
る
現
状
と
の
談
、

こ
れ
ら
の
行
為
は
自
由
不
断
な
行

税金

二人分の掛金

（一カ月） 夫 妻

26,600円|国民年金から'し'約65万円|＋'約6.5万円'65歳から(終身）
18,360円|基金から'し’６万円'十’６万円|夫婦合わせて

44960円合計約125万円十約125万円-'約月25万円

、

倖、

Ｆハ

ロ

露園這ﾘﾘﾀゆとり

愛

ン

(例えば）

(護慧；麓;:駕耀期鰯間)}の場合
※基金は夫Ａ型４口、妻Ａ型４口加入

掛金は全額社会保険料控除になり、

税金がかる～〈なります。
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七
月
の
初
め
、
池
田
商
店
海
外

旅
行
同
好
会
一
行
を
乗
せ
た
カ
ン

タ
ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
航
空
機

は
午
後
八
時
夕
闇
の
名
古
屋
空
港

を
飛
び
立
っ
た
。
同
好
会
二
回
目

の
今
回
は
十
六
人
が
参
加
、
ブ
リ

ス
ベ
ン
・
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
・

シ
ド
ニ
ー
周
遊
六
日
間
で
あ
る
。

安
定
飛
行
に
入
っ
た
所
で
ド
リ

ン
ク
サ
ー
ビ
ス
と
夕
食
、
昨
今
ど

こ
の
飛
行
稜
に
柊
乗
し
て
も
、
ビ
ー

ル
・
ワ
イ
ン
・
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
好

み
の
飲
み
物
が
好
き
な
だ
け
飲
め

る
の
は
嬉
し
い
が
、
カ
ン
タ
ス
の

客
室
乗
務
員
は
男
性
が
主
で
少
々

色
気
な
い
。
夕
食
後
映
画
「
タ
イ

タ
ー
ー
ッ
ク
号
」
が
上
映
さ
れ
た
が

私
は
ガ
ラ
ガ
ラ
の
客
席
四
人
分
を

独
占
し
て
ぐ
っ
す
り
お
や
す
み
。

今
回
は
往
復
と
も
空
席
が
目
立
ち

長
時
間
飛
行
に
は
大
助
か
り
。

約
七
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
で
早
朝

四
時
ケ
ア
ン
ズ
空
港
に
到
着
。
こ

こ
で
カ
ン
タ
ス
国
内
線
に
乗
換
え

午
前
八
時
ブ
リ
ス
ベ
ン
空
港
に
降

り
立
つ
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
現
地
日
本
人

ガ
イ
ド
Ａ
さ
ん
か
ら
ブ
リ
ス
ベ
ン

市
内
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
バ
ス

は
市
内
唯
一
の
丘
陵
地
マ
ウ
ン
ト

ク
ー
サ
へ
。
展
望
台
か
ら
ブ
リ
ス

ベ
ン
市
内
が
三
六
Ｑ
医
見
渡
せ
る
。

続
い
て
ロ
ー
ン
パ
イ
ン
コ
ア
ラ
保

護
区
を
観
光
。
コ
ア
ラ
を
抱
か
せ

蕊喜し上空から見たコールドコース卜

立林するホテルと町並

親
頴
エ
作
教
霞

「
一
日
職
人
に
な
ろ
う
」

碧
南
建
設
高
等
職
業
訓
練
校

（
建
築
科
・
建
築
板
金
科
）
は
碧

南
市
共
同
職
業
訓
練
所
に
て
訓
練

を
実
施
し
て
い
る
が
、
当
訓
練
所

は
毎
年
８
月
に
親
子
工
作
教
室
を

開
催
し
て
い
る
。

こ
の
親
子
工
作
教
室
は
碧
南
市
、

西
尾
市
、
一
色
町
、
吉
良
町
、
及

び
幡
豆
町
の
小
学
生
と
そ
の
父
兄

が
、
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
を
と
お

し
て
「
も
の
」
を
作
り
上
げ
る
楽

し
さ
を
経
験
す
る
な
か
で
、
職
業

訓
練
に
対
す
る
認
識
を
高
め
る
目

的
で
開
催
さ
れ
る
。
主
催
は
碧
南

市
、
碧
南
木
型
工
業
会
、
碧
南
訓

練
校
で
あ
る
。

本
年
は
８
月
９
日
（
日
）
の
午

後
に
開
催
さ
れ
釦
組
の
親
子
が
参

加
し
た
。
工
作
は
次
の
内
か

ら
一
つ
を
参
加
者
が
選
択
し
、

講
師
・
指
導
員
の
指
導
を
受

け
て
製
作
し
た
。

本
立
て
（
木
工
）

浴
室
用
こ
し
か
け
（
木
工
）

押
入
れ
す
の
こ
（
木
工
）

フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ン
ド
Ａ
（
木
型
）

フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ン
ド
Ｂ
（
木
型
）

ち
り
取
り
（
板
金
）

銅
板
表
札
（
板
金
）

こ
の
う
ち
板
金
の
ち
り
取

り
に
は
１
組
、
銅
板
表
札
に

は
３
組
の
親
子
が
参
加
し
、

３
名
の
指
導
員
が
当
っ
た
。

も
混
ざ
っ
て
大
パ
ー
ー
ッ
ク
。
広
い

園
内
を
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
に
乗
っ
て
コ
ア

ラ
や
ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト
を
見
て
童
心

に
帰
る
ひ
と
と
き
。
次
は
海
を
テ
ー

マ
に
し
た
公
園
シ
ー
・
ワ
ー
ル
ド

に
遊
ぶ
。
イ
ル
カ
や
ア
シ
カ
の

シ
ョ
ー
、
ス
リ
ル
満
吉
罪
小
エ
ス
キ
ー
・

シ
ョ
ー
は
大
盛
況
で
見
応
え
十
分
。

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
な
ど
遊
園

地
に
あ
る
乗
り
物
す
べ
て
乗
り
放

題
。
園
内
に
は
有
料
の
観
光
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
も
あ
り
人
気
上
々
・
今

回
は
ゴ
ー
ル
ド
・
コ
ー
ス
ト
の
上

空
散
歩
と
酒
落
込
ん
だ
。
白
く
光

る
海
岸
線
、
入
り
組
ん
だ
入
江
を

白
い
尾
を
ひ
い
て
行
き
交
う
船
、

緑
の
中
に
き
っ
ち
り
区
画
さ
れ
た

住
宅
街
、
天
に
突
き
上
げ
偉
容
を

誇
る
ホ
テ
ル
群
、
澄
み
切
っ
た
青

い
空
と
海
、
見
事
な
自
然
と
の
調

和
に
感
動
し
た
。
ホ
テ
ル
に
帰
り

土
産
物
店
が
並
ぶ
繁
華
街
を
ぶ
ら

つ
く
。
日
本
人
店
員
が
盛
ん
に
声

を
か
け
て
来
る
。
衣
類
に
敷
物
、

カ
ン
ガ
ル
ー
の
革
製
品
、
オ
パ
ー

ル
の
装
飾
品
な
ど
、
店
員
と
の
駆

け
引
き
も
旅
の
楽
し
み
の
一
つ
。

菓
子
類
は
ス
ー
パ
ー
の
方
が
安
く

半
値
以
下
。
ゴ
ー
ル
ド
。
コ
ー
ス

ト
最
後
の
夜
は
、
ド
イ
ツ
・
ビ
ヤ

ホ
ー
ル
風
レ
ス
ト
ラ
ン
で
オ
ー
ジ
ー

ビ
ー
フ
と
大
ジ
ョ
ッ
キ
の
生
ビ
ー

ル
。
全
員
大
い
に
飲
ん
で
食
べ
て

喋
っ
て
和
気
合
い
あ
い
。
夜
は
更

け
る
と
共
に
ネ
オ
ン
の
輝
き
が
増

し
て
眠
り
を
忘
れ
る
。

斉
藤

入
江
に
は
ヨ
ッ
ト
や
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
の
基
地
が
よ
く
整
備
さ
れ
豪
華

な
船
が
無
数
に
繋
留
し
て
あ
る
。

昼
食
後
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
に
移

動
す
る
。
街
の
中
心
は
サ
ー
フ
ァ
ー

ズ
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
と
呼
ば
れ
、
リ

ゾ
ー
ト
の
街
ら
し
く
豪
華
な
高
層

ホ
テ
ル
が
林
立
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
、
土
産
物
塁
店
、

高
級
ブ
ラ
ン
ド
等
が
軒
を
連
ね
る
。

し
か
し
こ
こ
の
最
大
の
売
り
物
は

延
々
四
十
ｍ
か
ら
続
く
海
岸
線
と

金
の
砂
、
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
の

地
名
通
り
素
晴
ら
し
い
。
こ
の
国

は
今
が
真
冬
の
た
め
人
出
も
ま
ば

ら
だ
が
真
夏
の
二
月
頃
は
街
も
海

岸
も
人
で
ご
っ
た
が
え
す
超
人
気

の
ビ
ー
チ
・
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
。

数
年
前
に
来
た
事
が
あ
る
こ
の
地

を
再
び
訪
れ
土
産
物
店
や
ホ
テ
ル

の
地
下
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

海
外
通
り
、
飲
み
屋
な
ど
懐
か
し

く
思
い
出
し
た
。
翌
日
郊
外
の
カ

ラ
ン
ビ
ン
野
鳥
園
に
朝
の
餌
付
け

を
見
に
行
っ
た
。
鮮
や
か
な
黄
緑

と
赤
色
の
イ
ン
コ
の
一
種
レ
イ
ン

ボ
ー
・
ロ
リ
キ
ー
ト
が
放
し
飼
い

に
さ
れ
、
一
日
二
回
の
餌
付
け
を

観
光
客
も
お
手
伝
い
。
ア
ル
ミ
の

皿
に
濃
い
ミ
ル
ク
状
の
餌
を
入
れ

て
貰
っ
て
目
の
高
さ
に
持
ち
上
げ

る
と
、
ど
こ
か
で
見
て
い
た
烏
が

一
斉
に
皿
の
回
り
に
止
っ
て
一
気

に
食
べ
る
。
凄
い
数
の
烏
だ
か
ら

迫
力
満
点
。
中
に
は
肩
に
頭
に
腕

に
止
ら
れ
て
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
ワ
ァ
ー

ワ
ァ
ー
、
烏
の
鴫
聖
二
戸
ギ
ャ
ー
ギ
ャ
ー

し野鳥に餌付けする一行

て
貰
っ
て
イ
ン
ス
タ
ン
ト
写
真
を

撮
っ
て
く
れ
る
。
一
人
約
八
百
円
。

こ
の
収
益
や
コ
ア
ラ
募
金
は
野
生

の
コ
ア
ラ
の
保
護
管
理
に
当
て
ら

れ
る
。
こ
こ
に
は
一
二
○
匹
の
コ

ア
ラ
が
飼
育
さ
れ
観
光
客
を
楽
し

ま
せ
て
い
る
。
ま
た
カ
ン
ガ
ル
ー

が
放
し
飼
い
に
さ
れ
、
観
光
客
か

ら
手
渡
し
で
餌
を
貰
う
人
懐
こ
い

愛
嬬
の
あ
る
し
ぐ
さ
が
面
白
い
。

日
・
豪
、
親
善
？
の
一
こ
ま
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ッ
が
盛
ん
な
国
か
ら
自
然
の

し
チ
リ
取
り
の
作
製

重雲

ち
り
取
り
の
製
作
は
一
般
の
人
に

は
初
体
験
の
作
業
が
ほ
と
ん
ど
で
、

指
導
員
が
付
き
っ
き
り
で
製
作
し
、

そ
の
か
い
あ
っ
て
親
子
が
そ
れ
ぞ

れ
一
つ
づ
つ
作
品
を
完
成
さ
せ
た
。

銅
板
表
札
は
前
も
っ
て
木
札
に

銅
板
を
巻
い
て
あ
る
の
で
、
参
加

者
は
た
だ
文
字
以
外
の
部
分
を
ク

ギ
で
打
つ
だ
け
の
単
純
な
作
業
で

あ
る
が
認
手
間
が
か
か
り
、
根
気

の
い
る
作
業
で
あ
る
。
し
か
し
親

子
で
一
枚
の
表
札
な
の
で
、
親
子

が
替
わ
る
が
わ
る
ク
ギ
を
打
ち
、

正
味
２
時
間
釦
分
の
間
に
３
組
の

親
子
と
も
表
札
を
仕
上
げ
る
こ
と

が
で
き
た
。

高
橋
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し
取
締
役
加
藤
龍
二
氏

三
十
五
年
く
ら
い
前
ま
で
は
樋

と
言
え
ば
ほ
と
ん
ど
半
田
付
け
で

つ
な
い
で
い
た
が
、
塩
ビ
雨
樋
が

発
売
さ
れ
て
か
ら
は
半
田
付
け
の

必
要
が
な
く
な
っ
た
、
ま
た
着
色

亜
鉛
鉄
板
が
多
く
使
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
ま
だ
今
ほ
ど
接
着
剤

や
シ
ー
リ
ン
グ
材
が
良
い
製
品
が

な
く
、
半
田
付
け
部
分
は
塗
装
を

剥
離
材
で
ふ
き
取
っ
て
半
田
付
け

を
し
て
い
た
。

し
か
し
、
最
近
は
半
田
付
け
を

ほ
と
ん
ど
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ

た
と
言
っ
て
良
い
。
第
十
七
回
で

も
、
リ
ベ
ッ
ト
を
扱
っ
て
い
る
会

社
を
紹
介
し
た
よ
う
に
接
着
方
法

が
様
変
わ
り
し
た
。

今
回
は
半
田
の
製
造
販
売
か
ら

創
業
さ
れ
た
丸
中
商
事
株
式
会
社

を
紹
介
す
る
。

丸
中
商
事
㈱
は
以
前
開
か
ず
の

踏
切
と
言
わ
れ
た
黄
金
踏
切
近
鉄

議
難
灘
蕊
蕊
蕊

▼
新
問
屋
シ
リ
ー
ズ
▲l鶏|i，

▲本社社 屋

鴇
第
二
十
回
丸
中
商
事
株
式
会
社

i*識

蕊嬢譲蕊錬

材
を
供
給
し
て
い
る
。

丸
中
商
事
は
創
業
以
来
、

建
築
板
金
業
界
の
発
展
と
進

歩
に
貢
献
す
る
こ
と
を
経
営

理
念
の
基
本
と
し
て
、
販
売
・

加
工
技
術
の
向
上
を
課
題
に
、

会
社
の
存
続
と
発
展
と
地
域

社
会
へ
の
貢
献
を
常
に
考
え

た
姿
勢
を
維
持
し
て
い
く
と

言
わ
れ
た
。

以
下
に
、
会
社
の
概
要
を

紹
介
す
る
。

商
号
丸
中
商
事
株
式

黄
金
駅
の
北
で
、
昭
和
十
四
年
、

加
藤
謹
爾
氏
が
半
田
錫
の
製
造
販

売
を
業
務
と
し
て
「
明
治
商
会
」

を
創
業
し
た
。
開
か
ず
の
踏
切
り

は
１
９
６
５
年
（
Ｓ
㈹
）
十
月
に

陸
橋
が
完
成
、
名
古
屋
第
一
環
状

線
の
要
衝
に
な
っ
て
い
る
。
丸
中

商
事
㈱
は
現
在
そ
の
黄
金
陸
橋
を

西
へ
下
り
た
南
側
に
本
社
が
あ
り
、

ま
た
加
工
工
場
を
昭
和
五
十
九
年

に
名
古
屋
西
イ
ン
タ
ー
の
下
に
建

設
、
現
在
で
は
共
に
名
古
屋
の
西

部
、
名
古
屋
高
速
の
烏
森
出
入
り

口
と
、
千
音
寺
出
入
り
口
の
恵
ま

れ
た
場
所
に
あ
り
、
名
古
屋
市
を

中
心
と
し
た
板
金
業
者
に
建
築
資

／

品
の
商
会
と
説
明
、
田
中
屋
さ
ん

の
自
社
の
商
品
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
い
た
だ
き

取
扱
商
品
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
松
下
電
工
さ
ん
の
説
明
に

よ
る
建
設
業
、
板
金
業
の
将
来
の

展
望
に
つ
い
て
、
新
築
着
工
戸
数

は
今
年
百
三
○
万
戸
、
十
年
後
は

百
万
戸
、
十
五
年
後
は
七
十
～
八

十
万
戸
と
減
少
す
る
予
測
が
あ
る

そ
う
で
す
。
新
築
着
工
数
減
少
の

原
因
は
、
出
生
率
の
低
下
（
夫
婦

一
組
あ
た
り
平
均
一
、
三
九
名
）
、

金
融
危
機
、
企
業
の
国
際
化
に
よ

る
三
○
代
の
社
員
（
持
ち
家
購
買

層
）
の
海
外
出
張
、
貸
家
や
賃
貸

マ
ン
シ
ョ
ン
の
空
き
部
屋
率
の
上

昇
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
三
井
ハ
ウ

ス
、
積
水
ハ
ウ
ス
、
ミ
サ
ワ
ホ
ー

ム
等
の
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
は
リ
フ
ォ
ー

ム
部
門
の
新
設
、
強
化
や
、
リ
フ
ォ
ー

ム
専
用
の
職
人
（
総
合
的
な
技
術

を
持
っ
た
人
）
の
育
成
を
考
え
て

い
る
そ
う
で
す
。
一
九
九
七
年
度

の
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
は
建
築
全
体

の
二
五
％
の
五
兆
七
千
億
円
、
そ

れ
が
二
○
○
五
年
で
は
五
○
％
弱

畳必 一諾

インターネットに
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鍵

の
十
兆
円
を
超
え
る
金
額
に
な
る

そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
建
設
業
、
板
金
業

が
生
き
残
る
に
は
、
一
番
目
と
し

て
総
合
的
な
技
術
を
持
つ
事
、
二

番
目
と
し
て
営
業
力
。
時
代
と
共

に
技
術
は
陳
腐
化
す
る
が
、
営
業

経
験
、
知
識
は
そ
う
は
古
く
さ
く

な
り
ま
せ
ん
。
（
営
業
に
関
係
し

て
松
下
電
工
さ
ん
に
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｅ

Ｘ
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
が
あ
っ
て
、
見
積
の

相
談
に
乗
る
そ
う
で
す
。
）
三
番

目
に
は
責
任
施
工
の
問
題
で
す
。

こ
れ
は
組
合
に
お
い
て
も
提
案
さ

れ
て
い
る
所
で
す
。
最
後
に
、
時

代
の
流
れ
に
従
っ
て
板
金
業
の
名

や
屋
号
の
名
を
変
え
て
み
る
の
も

一
つ
の
方
法
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
西
尾
大
橋

建
築
分
野
で
必
要
不
可
欠
と

な
っ
た
「
金
属
建
材
」
を
メ
ー

カ
ー
と
協
力
し
て
ユ
ー
ザ
ー

に
満
足
い
た
だ
け
る
商
品
を

提
供
し
続
け
て
い
く

以
上
鷲
見

蕊
誘電 雛

会
社

創
業
昭
和
十
四
年

創
業
地
名
古
屋
市
中
村
区

総
業
者
加
藤
謹
爾

会
社
設
立

昭
和
三
十
五
年
四
月
一
一
一
十
日

本
社
所
在
地

名
古
屋
市
中
村
区
畑
江
通
り

七
’
三
十
二

電
話
○
五
二
’
四
八
一
’
九
二
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
○
五
二
’
四
八
二
’
○
五
五
五

代
表
取
締
役
加
藤
龍
二

昭
和
十
五
年
十
二
月
二
十
八
日
生

資
本
金
二
千
万
円

加
工
工
場
所
在
地

名
古
屋
市
中
川
区
吉
津

一
丁
目
二
二
○
一

従
業
員
男
子
十
四
名

女
子
五
名

合
計
十
九
名

営
業
品
目

カ
ラ
ー
鉄
板
、
ス
テ
ン
レ
ス

鋼
板
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
塩

ビ
雨
樋
、
塩
ビ
浪
板
、
塩
ビ

謎
一二一・・一.一・．

Ｊ為

愛

蕊

蔦
．
．
識
華

識

■_４

商
品
説
明
会

、

倭
商
品
説
明
会

パ
イ
プ
、
パ
ル
コ
ー
ー
ー
等

営
業
範
囲

東
海
地
域
内
、
種
と
し
て
名

古
屋
市
を
中
心
と
し
た
板
金

業
者
及
び
建
築
業
者

会
社
の
モ
ッ
ト
ー

八
月
十
九
日
午
後
六
時
半
よ
り

西
尾
の
平
安
殿
に
お
い
て
、
株
式

会
社
田
中
屋
主
催
に
よ
る
「
松
下

電
工
商
品
説
明
会
」
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
田
中
屋
さ
ん
と
取
引
の

あ
る
板
金
業
者
五
一
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

松
下
電
工
に
よ
る
雨
樋
、
カ
ラ
ー

ベ
ス
ト
、
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
、
ア
ル

ミ
金
属
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
な
ど
の
商

|アドレス｜
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巨
人
バ
ッ
シ
ン
グ
第
二
弾
。

先
月
こ
の
欄
で
「
末
期
症
状
の

長
島
ス
タ
ッ
フ
・
選
手
に
何
か
が

起
こ
り
そ
う
だ
」
と
書
い
た
。

案
の
定
そ
の
二
・
三
日
後
、
審

判
の
判
定
を
不
服
と
し
た
外
人
投

手
事
も
あ
ろ
う
に
、
ボ
ー
ル
を
審

判
団
に
投
げ
つ
け
る
前
代
未
聞
の

愚
行
を
し
で
か
し
た
。
こ
れ
ま
で

も
度
々
乱
行
を
重
ね
た
こ
の
外
人

投
手
に
セ
・
リ
ー
グ
連
盟
は
「
今

期
出
場
停
止
」
の
制
裁
処
分
を
決

め
「
狂
乱
に
も
近
い
暴
挙
に
、
ス

ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
を
否
定
す
る

暴
挙
と
怒
り
を
禁
じ
得
ず
、
重
大

な
制
裁
を
科
し
た
」
発
表
。

こ
の
処
分
に
同
僚
選
手
は
「
処

分
が
重
す
ぎ
る
と
か
、
不
断
は
静

か
な
い
い
男
だ
が
」
と
か
ば
う
が
、

ボ
ー
ル
を
凶
器
に
す
る
よ
う
な
粗

野
な
性
格
の
投
手
に
は
当
然
の
制

裁
で
あ
る
。
ま
た
か
ば
い
だ
て
発

言
の
同
僚
選
手
に
は
事
の
重
大
さ

が
解
ら
ず
、
昔
か
ら
〃
巨
人
軍
は

紳
士
た
れ
″
の
伝
統
が
受
け
継
が

れ
て
い
な
い
。
そ
の
後
事
件
当
日

の
球
審
に
挑
発
す
る
行
為
が
あ
っ

た
と
質
問
状
を
出
し
た
り
、
コ
ー

チ
が
暴
力
行
為
で
退
場
さ
せ
ら
れ

た
り
「
球
界
の
盟
主
」
も
地
に
落

ち
た
も
同
然
の
現
状
で
あ
る
。

八
月
二
十
六
日
㈱
晴

三
三
一
号
編
集
会
議

委
員
十
名
出
席

午
後
五
時
終
了
⑧

刈
谷
板
金
組
合
青
年
部
で
は
、

日
頃
使
っ
て
い
る
雨
樋
を
、
広
く

一
般
の
人
に
も
、
も
っ
と
親
し
み

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
雨
樋
を

利
用
し
て
流
し
そ
う
め
ん
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
開
催
日
は
、
七
月

十
二
日
⑧
、
㈱
ミ
ッ
ク
さ
ん
の
御

協
力
に
よ
り
、
敷
地
の
一
部
を
提

供
し
て
い
た
だ
き
、
又
㈱
コ
ウ
ト

ク
金
属
さ
ん
か
ら
、
恵
主
任
の
派

遣
と
雨
樋
を
提
供
し
て
も
ら
い
、

約
五
時
間
盛
大
に
実
施
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

知
多
板
青
年
部
は
、
会
員
相
互

の
親
睦
を
密
に
す
る
た
め
、
去
る

８
月
鯛
日
日
、
内
海
海
水
浴
場

（
東
浜
）
に
て
、
現
場
集
合
を
試

み
大
人
及
び
子
供
を
交
え
て
、
約

和
人
余
り
の
大
勢
の
参
加
者
で
賑

わ
っ
た
。
先
づ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
指
示
、
指
導
を
仰
ぎ
、
な
れ
な

い
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
、

マ
リ
ン
ジ
ェ
ッ
ト
、
バ
ナ
ナ
ボ
ー

ト
な
ど
に
乗
っ
て
爽
快
な
マ
リ
ン

蕊
議

虹
日
支
部
役
員
会
５
名

一
宮
支
部

６
日
青
年
部
定
例
会

西
三
板
金
連
合
会

妬
日
三
役
会
議
６
名

豊
田
支
部

８
日
第
５
回
役
員
・
班
長
会

肥
日
支
部
三
役
会

刈
谷
支
部

３
日
役
員
会
保
証
制
度
講

習
に
つ
い
て
廻
名

知
多
支
部

７
日
理
事
役
員
合
同
会
議妬

名

東
三
支
部

３
日
定
例
会
型
名

５
日
青
年
部
定
例
会
９
名

羽
日
青
年
部
親
睦
会
咽
名

妬
日
三
役
会
６
名

＊
労
働
保
険
の
諸
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
労
働
保
険
事
務
組
合
や
社

会
保
険
労
務
士
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

＊
ま
だ
、
加
入
手
続
き
を
と
ら
れ

て
い
な
い
事
業
主
の
み
な
さ
ん
は
、

今
す
ぐ
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

＊
相
談
は
、

名
古
屋
東
公
共
職
業
安
定
所

電
話
三
一
一
ｌ
造
茜
Ｉ
二
三

又
は
、労

働
保
険
事
務
組
合

愛
知
県
板
金
工
業
組
合

電
話
三
一
ｌ
セ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
三
一
一
一
〈

岬
…
闇

僻
瞬
蕊
蟻
繋
鰯
燃

８
月
各
支
部
の
動
き

支部だより

名
古
屋
板
金
連
合
会

９
日
支
部
長
会
組
合
員
名

簿
配
布
・
職
人
展
に
つ

い
て
ｎ
名

昭
和
支
部

ｎ
日
支
部
例
会
懇
親
旅
行
に

つ
い
て
９
名

熱
田
南
支
部

盟
日
定
例
会

津
島
支
部

５
日
定
例
会
９
名

春
日
井
支
部

８
日
定
例
会
剤
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

大
会
別
名

型
日
役
員
会
５
名

江
南
支
部叢

ｌ
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す

る
事
業
主
の
み
な
さ
ん
は
、
労
働

保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
Ｉ

＊
労
働
保
険
は
、
労
働
者
の
方
々

が
不
慮
の
業
務
上
災
害
・
通
勤
災

害
を
受
け
た
と
き
、
失
業
し
た
場

合
、
高
齢
者
で
賃
金
が
低
下
し
て

も
働
き
続
け
て
い
る
場
合
や
育
児

休
業
中
の
場
合
に
給
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
事
業

主
の
み
な
さ
ん
に
は
各
種
助
成
金

の
対
象
と
な
る
制
度
で
す
。

夏
な
ら
で
は
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
味
わ
う
、
参
加
者
の
笑
顔
が

暗
に
映
る
光
景
が
今
一
度
再
現
し

た
い
と
思
う
心
境
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
催
し
に
当
っ
て
は
、
取
引
先

の
問
屋
様
方
の
暖
か
い
支
援
に
感

謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
参
加
者
の

要
望
に
答
え
来
期
の
再
開
を
約
し

て
散
会
と
な
り
一
生
の
思
い
出
と

な
っ
た
。

沼
津

れ
る
そ
う
め
ん
を
つ
つ
い
て
楽
し

み
ま
し
た
。
又
同
時
に
バ
ー
ベ
Ｑ

も
開
き
、
途
中
、
空
手
シ
ョ
ー
等

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
、

「
ワ
キ
ア
イ
ア
イ
。
」
と
し
た
雰
囲

気
で
、
雨
樋
へ
の
関
心
を
高
め
て

も
ら
う
一
日
が
終
り
ま
し
た
。

刈
谷
望
月
克
治

傍
雨
樋
を
利
用
し
た
流
し
そ
う
め
ん

圃
園
固
園

一
緒
に
流
し
は

じ
め
、
三
十
七

名
の
参
加
者
が
、

「
こ
な
い
ぞ
。
」

と
か
「
ワ
ァ
／

す
ご
い
や
、
き

た
き
た
。
」
と

声
を
上
げ
な
が

ら
、
雨
樋
に
流

雨
樋
一
・
五
を
接
着
剤
な
し
で

パ
ッ
チ
ン
に
て
五
本
を
繋
げ
、
揖

保
の
糸
を
は
じ
め
冠
全
国
有
名
そ

う
め
ん
や
そ
ば
を
、
フ
ル
ー
ツ
と

ｆ
；

夏
の
海
浜
を
利
用

「
家
庭
円
満

ス
ポ
ー
ツ
を
満
喫
し
た
、
子
供
達

の
笑
顔
が
目
に
映
り
、
遊
泳
に
も

自
信
が
あ
る
か
の
如
く
子
供
達
の

満
足
度
は
か
く
せ
な
い
。
事
前
に

ご
婦
人
達
の
配
慮
に
よ
り
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
の
舌
鼓
、
新
鮮
な
魚
貝

類
な
ど
盛
多
く
の
味
々
、
男
性
達

も
家
族
サ
ー
ビ
ス
に
余
念
が
な
く
、

汗
ダ
ク
ダ
ク
。
一
方
で
は
子
供
達

が
楽
し
み
に
し
て
い
る
、
宝
さ
が

し
や
、
西
瓜
割
り
な
ど
も
催
し
、

＝
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